	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	理科総合Ｂ
	２
	


１　学習の到達目標等

	学 習 到 達 目 標
	１　自然の事物，現象に関する観察，実験などを通して，生物とそれを取り巻く環境を中心に生命現象や地球環境にかかわる自然の事物及び人間と地球環境とのかかわりについて理解を深めます。

２　人間と自然とのかかわりについて考察し，自然に対する総合的な見方や考え方を確かなものとします。



	使用教科書・副教材等
	高等学校　理科総合B（理Ｂ０１６），傍用問題集


２　学習計画及び評価方法等

	学

期
	月
	学　習　内　容
	学　習　の　活　動・ね　ら　い
	備　考
	考査範囲

	第

１

学

期
	４
	オリエンテーション

序章 自然の探究

１ 自然の見方

Ａ校庭の自然環境

Ｂ学校周辺の自然

２　探究の仕方

　　Ａ学校周辺の気温分布

　　Ｂグラウンドの植物分布

Ｃ報告書の作成

第１部　地球誕生と地球の姿

第1章 地球の姿とその移　　　　　　　　り変わり

　(1)　地球の概観
　(2)　地球の内部
(3)  プレートの動きと地球の変動
探究１　プレートの動き

(4)  さまざまな景観と変動の記録

第2章 惑星としての地球

　(1)　 地球と他の惑星
　(2)　 地球の進化と生命の誕生
第3章 大気と地球の熱収支

(1) 大気と地球の熱収支
	・「理科総合B」の学習の意義や内容，実験室の利用法や注意点，評価の方法を理解します。

・身近な自然の事物，現象の中から事例を取り上げ，観察実験を通して自然界に対する見方や考え方を養います。

・具体的な事例の観察，実験を通して探究する方法を身に付け，その結果を報告することを学びます。

・地球が，地球内部のエネルギーや太陽放射エネルギーによって，変化していることについて理解し，地球は現在も変化の一過程であるという動的地球観を身に付けます。

・太陽系の形成過程から生命を生み出す条件を備えた地球の特徴を他の惑星と比較して理解します。

・地球が太陽から受け取るエネルギーと地球放射との熱収支について学びます。
	・校庭で見られる植物の葉の観察。
・顕微鏡を使った葉の観察。
・顕微鏡による葉の観察。

・簡易気温測定器を用いて学校周辺の気温分布を測定する。

・グラウンドの植物分布を数量的に明らかにし，報告書を作成する。

・地層の観察

・海底地形の断面図を作成する。

· 月のクレーターを調べる。

· 惑星の共通性と多様性。

· 日照量の緯度による違い。
	第１学期中間考査

	
	５
	
	
	
	

	
	６
	
	
	
	第１学期末考査

	
	７
	
	
	
	

	
	【課題・提出物等】

１　授業の中で使用する補助プリント

２　授業ノートを指定された期日に提出

３　実験ワークシートは結果，感想考察，調査内容をまとめて指定された期日に提出

	
	【第１学期の評価方法】

１学期の成績は中間考査と期末考査の成績で８割，プリント・授業ノート・実験ワークシートなどの提出と学習への取り組み方で２割の配分で評価します。

	第

２

学

期
	９
	(2) 大気と水の循環

探究２　海陸風を調べる

第２部 生物の変遷と
自然のつり合い

　第１章　生命と遺伝

　(1) 親と子のつながり

(2) 遺伝の法則

(3) いろいろな遺伝

(4) 遺伝子の本体
探究1　キイロショウジョウバエとメンデルの法則
第２章 生物の変遷と
多様性　　　　　　　　　　　　　　

　(1) 生物の変遷

(2) 動物の多様性

(3) 植物の多様性

(4) 生物の分類

第３章 生物と環境

(1) 環境と適応

(2) 生態系の成り立ちと物質循環

(3) 生態系の変化

探究２　ミニ生態系における変化と平衡
	・地球環境の大気と水の循環や運動を扱い，日本付近の大気の動きと気象の変化との関連についても理解する。

・生物が親から子へ形質を伝えるという遺伝現象を，生物の共通の観点でとらえ，遺伝子と遺伝の規則性について理解する。

・地球上の光合成生物の誕生から生物が陸上に進出し現在の生物に至るまでの変遷と多様な生物が地球環境とかかわりの中で生きてきたことを理解する。

・地球上の様々な自然環境は変化するとともにその過程で平衡が保たれ，そこで多様な生物が生活していることを理解する。

・地球上のさまざまな環境に適応した多様な生物が存在し，その間に食う食われるなど，さまざまな相互関係があり，また生物と環境の間にも密接な関係があることを理解する。
	・雨粒の大きさ調べ。
・遺伝の規則性

(メンデルの法則を確かめる)

・紫外線の生物への影響。

・アサリの行動と体のつくり。
・植物の陸上への適応。
・池のプランクトンを調べる。

・溶岩上での植物群落の遷移
	第２学期中間考査



	
	10
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	第２学期末考査

	
	11
	
	
	
	

	
	12
	
	
	
	

	
	【課題・提出物等】

１　授業中に使用するプリント

２　授業ノートを指定された期日に提出

３　実験ワークシートは結果・感想・考察・調査内容をまとめて指定された期日に提出



	
	【第２学期の評価方法】

２学期の成績は中間考査と期末考査の成績で８割，プリント・授業ノート・実験ワークシートなどの提出と学習への取り込み方で２割の配分で行います。

	

	第

３

学

期

	１


	第３部 人間の活動と

地球環境の変化

　第１章 人間の活動と環境の課題

　(1) 課題研究へのとり組み

　(2) 地球温暖化を探る

　(3) 火山との共生を探る

　(4) 大気汚染を探る

　(5) 環境への負荷の少ないエネルギー利用を探る

　(6) 生物多様性の変化を探る

　第２章 課題研究(のテーマ例)
	・水や大気の汚染，植物の遷移現象，地球の温暖化など生物とそれを取り巻く環境に関する身近な課題を取り上げ，人間と環境のかかわり，地球環境の保全の重要性を認識し，自然に対する総合的な見方や考え方を学習する。
	・二酸化窒素の測定
・太陽エネルギーの測定

・課題研究に取り組む
	考査なし

	
	２
	
	
	
	

	
	【課題・提出物等】

１　研究課題の企画・計画書の提出

２　課題研究の報告書の提出

	
	【第３学期の評価方法】

課題研究に取り組みますので課題の企画立案から報告・発表までの学習の取り組み方，問題解決の対応の仕方，結果の報告書等を見て，総合的に評価します。

	【年間の学習状況の評価方法】

各学期の評価方法に基づいて算出した第１学期の成績，第２学期の成績及び第３学期の成績を総合して年間の成績とします。


３　評価の観点，内容及び評価方法

	 eq \o\ad(評価の観点及び内容,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
※教科により異なる
	 eq \o\ad(評価方法,　　　　　　　　)

	関心・意欲・態度
	・自然の事物，現象に関心や探究心を持ち，意欲的に授業に参加して取り組んでいるか。

・観察，実験に主体性を持って取り組んでいるか。

・互いに協力して観察，実験を行っているか。

・教師の発問に対して，意欲的に答えているか。
	・学習活動への参加の仕方や態度

・ノートや実験ワークシートの記載内容及び提出状況

・課題テーマの企画

	 eq \o\ad(思考・判断,　　　　　　　　)
	・観察，実験の中での疑問点を見いだしているか。

・教師からの発問に対して自らの考えで答えているか。

・自然界の事象に関して様々な観点から考察を加えて，論理的に考えることができるか。

・客観的な事実に基づいて自然現象を科学的に判断することができるか。
	・定期試験の思考・判断に関する問題

・実験ワークシートの記載内容

・課題研究の発表内容や仕方

	観 察・実 験 の

 eq \o\ad(技能・表現,　　　　　　　　)
	・観察，実験の方法や実験器具の操作を理解して正しく行う能力を身に付けたか。

・自然界の現象について科学的に探究する方法を身に付けたか。

・観察，実験において正確な結果が得られるよう工夫がされたか。

・観察，実験の結果を科学的にまとめ，的確に表現，発表することができたか。
	・定期考査の観察・実験に関する問題

・実験ワークシートの記載内容

・観察，実験中の器具の操作や方法及び態度

・発表の内容や仕方

	 eq \o\ad(知識・理解,　　　　　　　　)
	・自然の事物，現象における原理，法則などの基本的な知識や考え方を理解しているか。

・観察，実験の目的や実験の原理などを理解しているか。
	・定期考査の知識・理解に関する問題
・小テスト

・観察，実験ワークシートの内容

・課題テーマの企画


４　アドバイス等

	確かな学力を身に付けるためにアドバイス
	・毎日の授業を大切にし，授業を通して，生物とそれを取り巻く環境を中心に自然を総合的に考え，見ることができるよう目標を設定して努力することが大切です。

・ノートは板書をそのまま写すのではなく自分で考えたことや感じたこと，説明されたことを整理して記入することが学習に深みを増すことになります。

・自分で進んで興味あることを調査する積極性も必要です。

	授業を受けるに当たって守って欲しい事項
	・休み時間の間に教科書・ノート等の教具の準備をすませ，始業のチャイムを待ちましょう。

・授業中は他人に迷惑をかけることのないよう，真剣に，集中して受講しましょう。

・実験・課題研究はその意義や目的をふまえて意欲的に参加しましょう。また，実験では注意事項をよく守り，事故のないようにしましょう。

	その他
	・身近な自然の事物，現象の中から事例を取り上げ，実験観察を通して，生物とそれを取り巻く環境を中心に学習します。

・自然と人間とのかかわりを考え，自然に対する総合的な見方や考え方ができるよう，理科が好きになるように授業を展開します。


